
－ １ －

生活の疲れ、心の垢を久々に洗い流す、
共同回心式（４月１０日）に参加してみませんか　  

主任司祭   小 林   陽 一　

復活祭（４月２４日）を前にして、４月１０日（日）の午前９時～正午までの中和田
教会の共同回心式に山口道孝師がお見えになることとなりました。

山口師は、１９９１年５月６日、藤沢教会にて司祭叙階を受け、１９９９年６月には、
カトリック信徒宣教者会に勤務しておられました。今から１０年位前、中和田教会にて
聖週間のミサを捧げるため、中和田教会にお出でになったことがあるそうです。皆様、
４月１０日、午前９時からの共同回心式に、お誘い合わせてご参加下さい。当日の概略
は次のとおりです。

・場所　中和田教会

・日時　２０１１年４月１０日（日）午前９時より正午まで

・共同回心式指導司祭　山口道孝師

・　　〃　　協力司祭　小林陽一師

・共同回心式の流れ　　

　９：００　　　　主日ミサ

１０：１０頃から　講話

１０：５０頃から　ゆるしの秘跡

１１：５０　　　　しめくくりのお話

１１：５５　　　　終了

（このスケジュールは、当日、多少変更することがあります。）

・共同回心式のテーマ　「聖木曜日、聖金曜日、聖土曜日の典礼の意味と復活祭を迎える私たちが回心したいこと。」

日 曜 ミ サ ・ 勉 強 会 備      考

4 金 初金ミサ (10 時 ) 掃除

5 土 聖母の土曜日 主日ミサ (18 時 )

6 日 年間第 9 主日 主日ミサ (  9 時 )

9 水 灰の水曜日 ミサ (  19 時 )

11 金 十字架の道行（9 時 30 分～）

12 土 主日ミサ (18 時 ) 掃除

13 日 四旬節第 1 主日 主日ミサ (  9 時） 教会委員会

18 金 十字架の道行（9 時 30 分～）

19 土 聖ヨゼフ　 祭日ミサ (10 時 ) 掃除
20 日 四旬節第 2 主日 主日ミサ (  9 時）
25 金 神のお告げ 祭日ミサ (10 時 ) 十字架の道行（9 時 30 分～）
26 土 掃除
27 日 四旬節第 3 主日 子どもと共に捧げるミサ（  9 時）

典
礼
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よ
み
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月
）
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Jesus carrying the cross (Raphael, 1516)

  3 月の予定

聖ヨゼフ 3月 19 日（土）

信徒の会 3月 20 日（日）

神のお告げ 3月 25 日（金）

子どもと共に捧げるミサ 3月 27 日（日）



『信徒の会』の最初の例会が開催されました (2/20)

－ ２ －

【１】２月度委員会の内容概要を報告・・4ページの「委員会だより」をご覧下さい

【２】例会での話し合いのテーマについて挙げて頂きました
・教会に見えていない信者さんたちに教会に来て頂くにはどう接したらよいだろうか。
・中高生の課題。
・各人が今話したいことを話す機会とする。（感じていることを話し合う）
・社会の現場での関わり、体験などを話していただく。
・「教区長の時間」読み合わせの延長として、中和田教会としての在り方を話し合う。
・茶飲みばなし的なものも含めて、高齢化の課題を“肯定的”に話し合う。
・新しい「アヴェ・マリア」の祈りについて話し合う。

【３】参加者にひとことづつ、思うことを話して頂きました
・今日のミサで、故小谷徳爾氏の追悼ができてよかった。あのような人になりたい。
・小谷氏を見舞った経験から、病床でのご聖体には大きな意味があると思う。
・病気の人にとって、みなさんの祈りは有り難く、うれしいもの。連帯感を持てるのではないだろうか。
・小野寺先生のお話を、分かり易くお聞きしたい。
・ベトナムの方々の話をお聞きしたい。彼らは熱心で、教会中心の発想をする。また彼らを通して、私たちに対する見

方を聞きたい。相互に知り合い、分かち合いたい。
・ベトナムの方々にぜひこの会に来ていただきたい。
・「教区長の時間」を元に、個人として何をすべきかを考えた。特に、理科離れの傾向の中で、自然科学と信仰について

考えたい。自ら作った教材を使って広めていきたい。布教にもなると思う。
・婦人会がなくなり、楽しそうで気楽な会になりそうなので、これからも参加したい。
・上野明子さんの本の話をお聞きしたい。
・ヨゼフ会から引き継いだ会計について、また話し合ってほしい。（一粒会への献金など）
・長崎五島の出身の方が、ロザリオの月の五島での思い出を話して下さいました。
・ミサ後、車がスムースに出られるよう工夫できないだろうか。
・入院した時のみなさまの祈りが、生きる力となった。話すのが苦手ので、みなさまのお話を聞いて感心した。
・生け花をしているが、典礼に合った生け花をぜひこの教会でも理解を得てやってみたい。
・この復活祭にお二人の方が入信の秘跡を受けられるので、お祈りをお願いしたい。
・上野氏がしておられるボランティア（被害者救援）のお話をお聞きしたい。
・男性の方々の建設的なお話をこれからもお聞きしたい。今日、お話を聞いて尊敬した。
・近くに信者さんがおられたことを知った。是非身近なひとに親しく接するために住所録がほしいと思った。
	 ⇒　自由に閲覧して頂けるようにします。（岩渕委員長）
・参加してよかった！
・交通事故で入院したとき頂いた、祈りを書いた紙で折った千羽鶴がうれしかった。苦痛より喜びの方が大きかった。
・勉強っぽい話は苦手。いろいろな経験を聞かせていただきたい。それを聞いて、各自心に受け入れて、参考にしたらよい。
・頂くばかりになると思うが、グチもたまには心の解放になるのでは・・・。　負担、重荷にならないようハードルを

低くしていきましょう。
・韓国の教会の話を聞いて圧倒された。外国の話を聞くことはよいこと。
・歯科医院に通っているが、待合室の片隅にカラーマットが敷いてあって、玩具がおかれている風景を見るとほっとする。

教会で、ご婦人方がいろいろな場に出てきて頂くこと、そして子供さんたちが遊べるコーナーがあったらよいなと思う。
かつて卓球が行われたそうだが、また若者が体を動かせる卓球コーナーがあったらいいなと思う。

・６月１９日に堅信式がある。３名の申込があるが、もっといる筈。堅信対象者の背中を押すにはどうしたらよいだろうか。
若者がすすんで堅信を受けるようになってほしい。

【４】最後に小野会長から
・閉塞感のない会にしていきたいと思います。
・教会広報もぜひ広く読んで頂きたいと思います。

　終了の祈りは、一同で天使祝詞（以前のマリアへの祈り）を祈りました。（終了　１１時４０分）

2月 20 日に第 1回目の例会が開催されました。

20 名の方々がご出席下さり、自由で気軽な雰囲気の中で、いろいろな話題について
お話合いが出来ました。
これから、楽しいイベント企画なども織り交ぜながら運営して参ります。　
ぜひご参加下さい。　皆様のご協力・ご支援をお願い申し上げます。
以下は当日の議事メモですが、例会の雰囲気などを感じ取って頂ければ幸いです。

（小野雅彦、岩崎好愛）



■	新委員の小山さん（総務）と石井さん（宣教、青少年関係）を加え、2011年度の委員会の活
動がスタートしました。今年も皆様の御支援を頂きながら進めて行きたいと思いますので、宜
しくお願い致します。

中和田教会も色々な課題を抱えています。委員会では一年かけてこれらの課題を一つ一つ解決
していきたいと思います。また昨年『教区長の時間』の読み合わせを行いましたが、その内容

を理解した上で、それではこの要請が自分たちの教会にとってどんな意味を持つのか具体的に話し合って行こうという段
階で中断していましたので、今年その続きをやりたいと思います。その中で課題事項も扱っていきたいと思います。

皆様の御参加を宜しくお願い致します。

■	２月２０日に信徒の会が開催されました。話し合いの内容は広報の今月号に紹介されていますので、御覧下さい。

信徒の会は、自由で気楽に皆で話し合いたいという御要望にお応えできる大変良い親睦の場だと思います。	

話し合いたいテーマや皆でやってみたいイベントなど自由に発案し、協力して進めて行って頂きたいと思います。男性、
女性の信徒の方々が一緒に行動する点が、これまでの会と大きく違いますので、新しい発見や可能性も出てくると思いま
す。要所要所で委員会と協力しながら、皆さんのお力でもっともっと良い教会にしていきましょう。

ご報告とお礼

－ ３ －

以前から大通り公園を中心にホームレスの方々のために炊き出しの奉仕をしておられる戸塚教会の
活動に参加させていただく形で、昨年の３月から、お米を集めて戸塚教会にお届けするお手伝いをし
て参りました。

初めは、一回切りの協力で終わるかもしれないと思いつつ、皆様にご協力を呼びかけさせて頂きま
しところ、現在に至るまで、毎月継続して（お米を買う為の資金を含め）お米７～８㎏分が集まって、
戸塚教会にお届けすることができています。

さらに、毛布、防寒着、手袋、マフラーなどの支援物資も提供していただき、特に寒かった今年の冬、
路上で生活されている方々にたくさんお届けすることができました。

皆様方の温かいご協力が、戸塚教会でこの活動の中心になって働いておられるバーク神父様にとって、大きな励ましとなり、力となっ
たことでしようと思います。とても感謝して下さっていますことを皆様にお伝えさせて頂きます。

まだしばらくは継続していくことになると思いますので、これからもよろしくお願いいたします。

福祉グループ

教会こそ無縁社会とは無縁にしたいですね。高齢化、少子化の波が押し寄せていますが、これ
を楽しく協力して乗り越えていきたいですね。

中和田教会は少人数で顔の見える教会です。これを生かしていくことにより実現できます。

「信徒の会」もそのひとつでしょう。期待しています。年齢、男・女にとら
われずに、皆が参加できることを企画してください。

「活用」がキーワードです。建物空間、人々の知恵の活用を考えていくこと
だと思います。そのためには、意見やアイディアを取り上げる雰囲気が大
切です。

「つくしんぼ」より

教会からのお知らせ（訃報）

2 月 10 日に、

　	 ベルナデッタ	宮川	多恵子	様
が帰天されました。　謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

岩渕委員長の
コラム　



－ ４ －
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迎
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Ｎ
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追
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催
さ
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和
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徒
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。
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方
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か
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た
。
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年
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っ
と
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か

い
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れ
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教
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典
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修
会
が
2
月
11
日
に
藤
沢
教

会
で
開
催
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会
）

・
復
活
祭
前
の
共
同
回
心
式
の
指
導
司
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に
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に
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林
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司
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／
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懸
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仕
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委
員

会
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も
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デ
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い

●
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務

・
財
務
担
当
の
メ
ン
バ
ー
、
新
し
い
人
を
当

た
っ
た
が
、
受
け
て
頂
け
る
適
任
者
お
ら

ず
、
一
部
分
担
変
更
は
あ
る
も
今
迄
通
り

の
体
制
で
臨
む

・
教
会
収
入(

献
金)

の
安
定
化
の
向
け
て
、

い
ろ
い
ろ
な
形
で
呼
び
か
け
を
行
う
の
で

ご
協
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お
願
い
す
る
。（
注
：
本
件
に
関

連
し
て
い
ろ
い
ろ
な
意
見
あ
り(

内
容
略)
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●
宣
教
／
要
理

・
恒
例
の
第
5
地
区
の
運
動
会
が
、
今
年
は
5

月
29
日
に
栄
光
学
園
グ
ラ
ン
ド
に
て
開
催
さ

れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
テ
ー
マ
は
『
み
ん

な
で
祈
ろ
う
！　

と
も
に
遊
ぼ
う
！
』

・
既
報
の
通
り
、
6
月
11
日
に
湘
南
キ
リ
ス

ト
教
セ
ミ
ナ
ー
を
鍛
冶
ヶ
谷
教
会
で
や
る

こ
と
に
決
定
し
て
い
る
。　

ポ
ス
タ
ー
、

チ
ラ
シ
を
作
成
し
て
4
月
中
に
配
布
出
来

る
見
込
み
。
鍛
冶
ヶ
谷
教
会
に
は
幼
稚
園

が
あ
り
、
子
ど
も
を
持
っ
て
い
る
お
母
さ

ん
が
多
い
の
で
、
シ
ス
タ
ー
小
野
の
講
話

は
「
不
登
校
」
等
の
課
題
を
中
心
と
し
た

テ
ー
マ
に
な
る
見
込
。

・
3
月
21
日
に
、
教
会
学
校
の
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
を
予
定
し
て
い
る
（
横
浜
教
区
の
主

宰
）

・
8
月
19
～
21
日
に
、
第
5
地
区
教
会
学
校

合
同
夏
季
キ
ャ
ン
プ
２
０
１
１
（
於
栄
光

学
園
臨
海
教
室
）
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

・
中
和
田
は
中
高
生
会
の
活
性
化
が
課
題
で

あ
る
が
、
6
月
に
行
わ
れ
る
堅
信
式
を
足

が
か
り
に
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。
神
父

様
と
相
談
し
て
進
め
る
。　

●
営
繕
／
建
物
を
考
え
る
会

1
月
30
日
信
徒
大
会
以
降
、
と
く
に
新
た

な
報
告
事
項
は
な
し

●
福
祉

・
四
旬
節
の
愛
の
献
金
に
信
徒
の
皆
さ
ん
の

協
力
を
頂
い
て
い
る
。
個
人
的
に
入
れ
て

頂
い
て
い
る
方
も
多
い

・
緊
急
義
援
物
資
の
毛
布
も
皆
さ
ん
の
協
力

で
順
調
に
集
ま
っ
て
い
る

・（
帰
天
者
が
信
徒
で
遺
族
が
未
信
徒
の
場
合

の
）
葬
儀
対
応
に
関
し
、
典
礼
と
検
討
を

進
め
て
い
る

●
行
事

・
昨
年
度
バ
ザ
ー
で
売
れ
残
っ
た
手
作
り
品

に
つ
い
て
は
、
上
野
さ
ん
に
面
倒
を
見
て

頂
い
て
一
括
販
売
す
る
方
向
で
進
め
た
い

（
売
上
代
金
は
特
別
献
金
と
し
て
計
上
）。

来
週
ミ
サ
の
お
知
ら
せ
の
時
間
で
、
信
徒

の
皆
さ
ん
に
諮
る
。

・
本
年
６
つ
の
行
事
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、

最
大
行
事
の
バ
ザ
ー
に
つ
い
て
は
Ｂ
、
Ｃ

地
区
が
担
当
し
て
、
あ
と
は
相
談
し
て
分

担
す
る
。

●
総
務

・
防
災
訓
練
の
組
織
分
担
表
の
書
き
換
え
が

必
要

・
各
グ
ル
ー
プ
の
例
会
の
日
取
り
を
教
え
て

欲
し
い

・
教
会
事
務
室
に
あ
る
救
急
箱
が
、
中
身
も
箱

も
古
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
買
い
替
え
る

・
掲
示
物
は
、
１
ヶ
月
経
過
し
た
ら
外
し
て

頂
き
た
い

●
広
報

教
会
の
コ
ピ
ー
機
が
（
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
タ
と

し
て
も
使
用
出
来
る
）
新
型
に
更
新
さ
れ
た

の
で
、
広
報
な
か
わ
だ
の
２
月
号
か
ら
、
こ

れ
を
使
っ
た
プ
リ
ン
ト
を
開
始
し
た
。（
広

報
の
プ
リ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
従
来
岩
渕
さ

ん
の
ご
好
意
に
甘
え
て
き
た
経
緯
あ
り
）

●
信
徒
の
会

2
月
20
日
に
最
初
の
例
会
を
開
催
し
て
、
全

体
の
骨
組
み
を
話
し
合
う
。

■
討
議
事
項

●
信
徒
大
会
（
1
月
30
日
開
催
）
の
反
省
事
項

・
外
国
籍
の
方
々
の
出
席
を
頂
け
な
か
っ
た
。

・	

以
前
、
お
話
合
い
の
機
会
を
持
っ
た
折
に

は
、
い
ろ
い
ろ
ご
意
見
を
お
持
ち
で
あ
る

こ
と
を
伺
っ
た
。　

是
非
、
提
言
を
出
し

て
頂
け
る
よ
う
に
し
た
い
し
、
発
表
し
て

頂
く
仕
組
み
も
考
え
た
い
。

●
サ
ロ
ン
運
営

・
サ
ロ
ン
の
運
営
は
ご
奉
仕
頂
け
る
人
数
が

少
な
く
、
行
き
詰
っ
て
い
る
。

・
サ
ロ
ン
運
営
に
関
す
る
呼
び
か
け(

協
力

願
い)

を
別
途
岩
渕
委
員
長
が
行
な
う

・
第
2
、
第
4
に
開
い
て
い
る
が
、
ど
ち
ら

か
を
中
高
生
会
に
お
願
い
す
る
の
も
一
案

で
あ
る
。(

注
：
コ
ー
ヒ
－
サ
ー
ビ
ス
の
運

営
は
、
他
教
会
の
例
も
あ
る)　

中
高
生
会

の
立
上
げ
の
な
か
で
、
是
非
サ
ロ
ン
も
選

択
肢
に
加
え
て
頂
い
て
検
討
願
い
た
い
。

●2010

年
度
総
括
、
及
び2011

年
度
重
点

項
目
（
岩
渕
委
員
長
よ
り
別
資
料
配
布
）

・2010

年
か
ら
現
在
ま
で
、
定
義
さ
れ
た
課

題
／
項
目
は
23
項
目
あ
る
が
、
内
18
項
目

は
更
な
る
検
討
が
必
要
な
項
目
で
あ
る
。

詳
細
省
略
す
る
が
、2011

年
度
の
教
会
委

員
会
を
通
し
て
解
決
を
図
っ
て
い
く
（
委

員
長
）

●
各
グ
ル
ー
プ
へ
の
依
頼
事
項
（
岩
渕
委
員
長
）

以
下
に
つ
い
て
3
月
教
会
委
員
会
に
報
告

願
い
た
い

・
各
グ
ル
ー
プ
の
体
制

・
各
グ
ル
ー
プ
の
新
年
度
へ
の
豊
富
、
方
針

・
課
題
事
項
の
提
起

●
そ
の
他
依
頼
事
項

連
絡
・
相
談
事
項
が
あ
る
場
合
が
あ
る
の

で
、
各
委
員
は
主
日
ミ
サ
の
15
分
前
に
事

務
室
に
顔
を
出
し
て
頂
き
た
い

●
意
見

・（
教
会
収
入
の
安
定
化
に
関
連
し
て
、）
信

徒
に
協
力
お
願
い
す
る
の
は
大
切
だ
が
、

『
信
徒
を
増
や
す
一
層
の
努
力
』
も
必
要
な

の
で
は
、
と
い
う
意
見
あ
り
。

以
上

　
（
次
回
は
3
月
13
日
）


